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えがおあふれる明るい社会へ
三重・川瀬　結花
　社会をより明るくするためにはどうしたらいいでしょうか？
　私はどんな人の話でも考えをしっかり聞いて，受け止めることが大切だと思います。そして，たとえ犯罪をおかしてしまった人でも時には許すことも大切だと思います。犯罪というと，自分とは無縁なものに思います。

　ここでひとつ，身近な例にたとえてみましょう。ある子が友達のえんぴつを取ってしまったとします。その子は反省してあやまりました。けれども，学校中にうわさがひろまり，理由も知らなくて，現場も見ていない人から「どろぼう。」や「最低。」と言われました。もし，このことだけで信頼が無くなってしまったら，悲しくなると思います。どんな人にも失敗はあるのだから，一度のことをずっとひきずらないで，どこかで許してあげることも大切だと思います。

　今の例のように小さなことだとまだ，周りが許してくれると思いますが，これが人をきずつけるような事件だとしたら，あなたならどうしますか？

　私は許せないです。知り合いだったらもっと許せません。しかし，少し冷静になって考えてみると，その人にも理由があったのかもしれません。「後悔している。」かもしれないし，当事者にしか分からない関係があったのかもしれません。その人を責める前にもっとしっかりと話を聞いて，どうしたらおたがいが良くなるかと考える方が大事だと気付きました。

　私は，新聞やテレビ，ラジオなどで報道を聞いて，この人が悪いと思っていても，私には知らない関係や理由があったのかもしれないから決めつけは良くないと感じました。

　私は，小学校２年生の時に授業でおなかの赤ちゃんについて，お話を聞く機会がありました。つらかったり，不便なこともあった以上に，産まれてくる赤ちゃんのことが愛おしくて楽しみだと言っていました。また，去年の九月に私は，妹の出産に立ち合いました。お母さんはとても痛そうだったけれど，がんばっていました。かわいい赤ちゃんが産まれてきた時には，とってもうれしかったのを覚えています。うれしいことがあった反面，今年の夏にはおじちゃんが亡くなりました。最期はおじいちゃんらしかったです。私は命の誕生，そして最期を見たので，命がどれだけ重くて大切で重要なものなのかを感じています。私が感じたように世界中の誰もがお母さんから産まれて，一人一つのかけがえのない命をもらって生きていると思います。
　人は，失敗やまちがえもたくさん経験して成長していきます。何か問題を起こす前に周りの人が気付いて止めてあげることも必要だと思います。もし，何か起こしてしまっても，周りが責めたてるだけではなく，本人たちの意見や理由をしっかり聞いて許すことも場合によっては大事です。周りの友達や家族になやみを打ち明けることで解決できるかもしれません。私は友達になやみを聞いてもらってスッキリしたことがあります。みんなが協力し合って仲良くする事はもちろん大切ですが，もし，まちがえて人をきずつけることがあったとしても，同じかけがえのない人生を歩んでいる同志，どうしたら良い社会になるか考えて行動していくことが大切だと思います。一人一人の良さに気付いてあげながら，生き生きとした，えがおがあふれる明るい社会にしていきたいです。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催


第６６回“社会を明るくする運動”作文コンテスト








